
 

 

 

 

 

 

 

第 2086回例会 

2022 年 2 月 20日(日) 
海南商工会議所 10:00～12:00 

清掃例会（海南クリーンアップ作戦） 

 

１．開会点鐘 

２．出席報告 

会員総数 41名 出席者数 19名 ご家族 2 名 

出席義務規定適用免除会員  1 名 

出席率 48.72%  前回修正出席率 66.67% 
 

３．会長スピ-チ        会長 魚谷 幸司 君 

 皆様、こんにちは。今日は清

掃例会です。天候にも恵まれ、

沢山の方のご参加をいただき

ました。コ皆様の御協力の下、

「街を綺麗にしよう！」と多

くの市民にアピールできれば

と思います。 

 

４．社会奉仕委員会   委員長 奥  

 コロナの関係で今年は海南

東 RC単独で実施することとな

りました。コースは例年と同

じで藤白神社で折り返し、商

工会議所まで帰って来ます。

交通事故など、怪我の無いよ

う気を付けてください。 

 

５．清掃活動 

 海南商工会議所を基点に国道沿いを主に藤白神

社往復のコースを清掃。ロータリーデーの活動とし

て 「みんなで、街をきれいにしましょう」 と道行

く通行車両、歩行者など、沿道の多くの市民に無言

でアピールしました。 

 晴天にめぐまれ、順調に多くのゴミを回収するこ

とができました。日頃は比較的きれいな感じですが、

よく見ると隠れたゴミがあり、空き缶やペットボト

ル、タバコの吸殻など、集めたゴミは、ゴミ袋（海

南市提供） 約 10袋になりました。  

 皆で一緒に協力し、心地よい汗をかくことで、よ

り深い交流、親睦が図れました。また、ファミリー

も参加し、ロータリーの活動を多くの皆さんに知っ

てもらうことが出来ました。 
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平和を世界的使命の礎とするロータリーには、平

和の構築につながるさまざまなプログラムや活動

があります。 

 

ロータリーで平和を築く機会 
「平和構築と紛争予防」はロ

ータリーの重点分野の一つで

す。しかし、「平和」といっても

どこか漠然としていて、具体的

にどんな活動をすればよいの

か、とお考えの方もいるでしょ

う。 

「どうしたら平和構築に寄与できるか？」 その

答えは、ロータリーにあります。世界の隅々にクラ

ブがあり、異なる国の会員同士による協力や親睦を

土台するロータリーには、平和構築のさまざまな機

会があります。 
 

紛争の根源に取り組む 
ロータリー財団のグローバル補助金を活用して、

ロータリーの重点分野におけるプロジェクトを支

援できます。グ

ローバル補助金

プロジェクトの

特徴は、重点分

野に一致するこ

と、持続可能で

あること、二国

以上のクラブ／

地区が協同提唱することです。貧困（地域社会の経

済）、教育機会の不均等、水資源の問題など、すべ

ての重点分野への取り組みが、紛争の根源をなくし、

平和構築につながります。また、国際的な協力を通

じた異文化理解も育まれます。 

「平和構築と紛争予防」に焦点を当てたプロジェ

クトを実施したい、または他の重点分野のプロジェ

クトを通じて平和構築にも寄与したい、という場合

は、平和のためのロータリー行動グループ（Rotary 

Action Group for Peace）からのサポートやアドバ

イスを得ることができます。このグループのミッシ

ョンは、世界中の会員、クラブ、地区による平和活

動を支援することです。 
 

次世代のピースビルダーを育成する 
ロータリーは、「ロータリー平和フェローシップ」

を通じて修士号または専門能力開発修了証を取得

するための奨学金を提供し、平和構築と開発の分野

のリーダーを育成しています。クラブと会員は、申

請者募集の告知や申請者の推薦を行うことで、平和

構築を支えることができます。ロータリー平和セン

ターの一つが国際基督教大学（東京都）にあり、世

界中から平和フェローが留学しています。平和フェ

ローシップのための寄付も受け付けています。 

現在、平和フェローシップの申請を受付中です

（申請希望者がロータリー財団に申請書を提出す

る締切日は 5 月 15 日です）。（平和フェローシップ） 

グローバル補助金による奨学金で、ロータリーの

重点分野と一致する専攻の学生を支援し、将来にこ

れらの分野で平和構築に寄与できる人材を育成で

きます。 
 

平和について学ぶ 
ロータリーは、経済平和研究所（The Institute for 

Economics and Peace）との提携を通じて積極的平

和アカデミー（Positive Peace Academy）というオ

ンラインコースを提供しています。英語のみですが、

積極的平和に関心のある方ならどなたでも無料で

コースを受けることができます。積極的平和の考え

方では、「‟平和”とは暴力の欠如のみではなく、す

べての人のために正義が守られる社会を築くこと」

を意味します。アカデミーで学んだ知識を、世界の

どの地域でも実践できます。 

また、「Positive Peace Activator Program（積極

的平和アクティベータープログラム）」もあります。 

国連の本部や機関で行われる「国連でのロータリ

ーデー」、会長主催会議など、ロータリーでは平和

関連イベントがよく行われます。また、国際基督教

大学のロータリー平和センターでは、卒業するフェ

ローが研究成果を発表する年次セミナーも毎年開

催されます。こうした行事に出席して平和構築の方

法を学び、平和に関心をもつ人たちとのつながりを

築くことで、今後の活動や協力につなげることがで

きます。 
 

地域社会で対話を促す 
地域に密着して活動するクラブは、コミュニティ

エンゲージメント（地域社会の巻き込み）を通じて

対話を促すことができます。市民を招いてパネルデ

ィスカッションや講演会を開催し、平和に関する対

話の機会を設けましょう。地元団体と共同で催した

り、平和フェローシップや奨学金の学友をパネリス

トとして起用したりするのも一案です。こうした活

動に地区補助金を活用できる場合もあります。 

 

６．閉会点鐘 

 

【次回例会】 

2月 28日（月）12:30～ 

海南商工会会議所 4F  

会員卓話 角谷 太基 君 

「SDGsの取り組みについて」 

 

 


